
 

  全日教連 

中央情勢報告 

 

学校再開へ。徹底的に３密を避けるために！ 
《 新型コロナウイルス感染症対策としての学校の臨時休業に係る学校運営上の工夫について（通知）～文部科学省～》  

 
 ５月１日、文部科学省は、「新型コロナウイルス感染症対策としての学校の臨時休業に係る学校運営上の工夫について
（通知）」を発出した。 
 本通知は、学校における新型コロナウイルス感染症の対策に関する懇談会の提言を受け、学校における感染及びその拡
大のリスクを低減し、段階的に教育活動を再開するために分散登校等の学校運営上の工夫の在り方を示したものである。 
 
新型コロナウイルス感染症対策としての学校の臨時休業に係る学校運営上の工夫について（全日教連要約・抜粋） 

  

分散登校日の設定の意味 
段階的に学校教育活動を再開する…全ての児童生徒が学校において教育を受けられるようにしていく 
※進路指導の配慮が必要な小６、中３および、教師による対面での学習支援が特に求められる小１を優先にする 

⇒ICTの活用・感染症対策を徹底 
 

【登校日の実施の工夫】 
  児童生徒数の多い学校にあっては、感染症対策のため 
右図に示す身体的距離の確保が必要。また、分散登校に 
ついては、以下の３つを例示。 
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【各教科における感染症対策について】 
教科指導や学校行事等については 感染リスクの高い活動を例示し、活動を行わないことを求めるとともに、そ 

 の代替として必要な措置を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【長期休業期間及び土曜日における登校日の設定等】 
登校できるようになった時の学習活動や長期休業期間及び土曜日の配慮等を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【人的体制の確保】 
通常時とは異なる業務の発生を考慮し、人的体制の確保及び指導体制について示している。 

                                                ※教職員の勤務負担が過重とならないよう留意する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１日、新型コロナウイルス感染症についての「学校における新型コロナウイルス感染症の対策に関する懇談会」は、 

「学校における感染及びその拡大のリスクを可能な限り低減しつつ段階的に実施可能な教育活動を開始し、その評価をしな

がら再開に向けての取組を進めていくという考え方が重要である」と提言した。  

本通知には、こうした提言を踏まえ、学校再開に向け、休業中の登校日の設定等学校運営上の工夫についてまとめられ

ており、最終学年等に優先した休業中の登校日の設定について述べられている。しかしながら、分散登校の場合、集団登

下校を実施しても低学年のみとなるようなことも予想され、安全上の対策が必要である。また、各教科等の指導においては、

感染の拡大を防止するために感染リスクの高い学習活動については指導順序の変更等必要な措置を講じるよう示されてい

る。具体的な内容に踏み込んで例示したことは評価できるが、今後臨時休業期間が更に延長されることも考えられ、現場の

不安を取り除くためにも、そのことを想定した施策立案、及び早期の通知が必要であると考える。さらに、長期休業期間及び

土曜日における登校日の設定では、人的体制の確保として教職員の勤務も含めて対策が示されている。特に勤務日や勤務

時間の適切な割振りについては、教職員の健康維持のために、確実な代替措置が必要である。 

全日教連は上記のような課題に対して、スクールガードの増員等児童生徒の安全確保のための予算確保や、教育課程の

弾力化等現場の不安を解消するための施策推進、教職員の勤務環境の改善等について、関係省庁に要望していく。 


